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レキシコン - Michael Kühnen 

96 - プランニング 

 国家社会主義は、ヴェルキッシュ社会主義を目指し、それをコポラティ

ヴィズムの経済秩序の中で実現する。ドイツでは、国家社会主義ドイツ労

働者党の党綱領の9-18項がドイツ社会主義の要求を含んでいます。 

社会主義人民共同体の建設は、国家社会主義革命の後、この党綱領に基づ

いて、国家社会主義人民国家の総動員の枠内で行われる（「国家」を参

照）。党綱領と社会主義建設の倫理的核心（倫理も参照）は、指導原理で

ある。 

公益は私利私欲より優先される 

この構造は、後に完全に発展する社会主義国民経済のように、国家の包括

的な枠組み計画が必要である。しかし、マルクス主義とは対照的に、生産

手段の私有は廃止されず、私的利用が国家共同体の福祉を目的とする計画

を妨害したり、妨害したりする場合に、国家権力に従属させるだけであ

る。国家社会主義人民国家においても、細部に至るまでの計画はなく、中

央の枠組み計画（指令経済）が行われ、その枠組みの中で国民経済が他の

面で自由に発展できるような大まかな方向性を示します。総統の言葉が当

てはまる。 

"計画されるものは、計画できるものではなく、計画されなければならな
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いものである。" 

そして、経済が資本に、国民が経済に仕えるのではなく（資本主義を参

照）、経済が国民に、資本が経済に仕えるべきだという趣旨で、これを行

う。  

国民経済の国家計画は、労働戦線の支援のもと、企業（雇用者と被雇用者

の大規模な専門家集団）によって行われている。全体として、国家社会主

義経済は、部分的に国有化され（国有化を参照）、部分的に民間で組織さ

れたコーポラティブな指令経済であり、中央計画をそれ自体としてではな

く、目的のための手段としてとらえている。 

国民経済の自由を守るために戦い、それによって民族の種の保存と発展に

貢献すること（autarkyも参照のこと）。 

  

97 - 私有財産 

国家社会主義は、私有財産の追求を人間の自然かつ正当な欲求として認

め、その中に国民経済の不可欠な原動力を見出す。このため、国家社会主

義ドイツ労働者党は、党綱領の第16項で、中産階級の要求への支持を公言

し、一定の条件のもとで、企業主義という経済秩序の枠内での生産手段の

私有も受け入れているのである。 

しかし、私有財産に対する願望と所有、およびそこから得られる収入は、

国家社会主義人民国家（国家を参照）によって、その不可欠な指導原理で

あるヴェルキッシュ社会主義の思想が要求する限界が設定されているので

ある。 

公益は私利私欲より優先される 

したがって、私有財産は、それが国家共同体に有害な影響を与えない限

り、またその範囲でのみ倫理的に正当化される（「倫理」の項も参照）。

この観点から、革命後、生産手段の私有財産に細心の注意を払い、その所

有者が国家社会主義国民経済の国家的枠組みの計画に服従し、その実施と

成功に協力するようにし（「計画」を参照）、国民経済の自由を国家の自

由の一部として実現する（「自主独立」も参照のこと）。 
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そうでない場合、生産手段に対する処分権は所有者から取り上げられ、州

の委員に移管されることになる。国民経済の重要な分野では、いずれにせ

よ国有化という手段に訴えることになる。資本主義の継続または再導入

は、いかなる場合でも、国家社会主義革命の後では、一貫して阻止され、

したがって不可能とされる。 

しかし、私有財産が有機的なコーポラティズムの国民経済に進んで組み込

まれ、それによって国民共同体に奉仕する場合、それは尊重され、認めら

れ、保証されるのです。これは、先行する土地改革後の土地の私有化にも

当てはまる（農民の項も参照）。 

  

98 - プロパガンダ 

限られた人たちにできるだけ 多くの話題と文脈を徹底的に説明する大衆

教育（党内では研修）に対し、プロパガンダはいくつかのキャッチフレー

ズだけでできるだけ多くの人たちに語りかけます。大衆教育の目的は知識

と見識を与えることであり、プロパガンダの目的は影響を与えることであ

る。プロパガンダは、このように政治闘争の主要な武器であり、その出発

点である。 

プロパガンダは注目を集め、同情を誘い、感情を利用し、支持者を獲得す

る。これは、組織づくりを成功させるための必須条件です。プロパガンダ

は不満を反乱へと強め、革命へと突き進ませる。プロパガンダは常にその

目的から判断されなければならない。その唯一の正当化、存在理由は効果

であり、成功である。それは、まず公の場での発言によって、そして技術

的な宣伝媒体によって機能する。その原則は「シンプル」と「一定の繰り

返し」です。プロパガンダは常に攻撃的です。例えば残虐なプロパガンダ

に対する「カウンター・プロパガンダ」は、常に悪いプロパガンダであ

る。敵のプロパガンダに対する防御は、大衆教育の課題である。 

革命後、国家社会主義のフォルクススタート（国家社会主義と国家を参

照）では、プロパガンダの国内的重要性は低下し、以後、総動員の枠内で

重要なヴェルキッシュの課題に対する大衆動員の促進に限定され、それ以

外は外部宣伝になる。内部的には、大衆教育の重要性が増す。しかし、両

者は常に密接な関係を保っています。 
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プロパガンダが得るものは、民衆の啓蒙を深め、確保するものである。人

民的啓蒙によって得られた内的確信は、人民の同志と党の同志の間で、新

たに強化された宣伝活動のためのエネルギーと決意を動員する。したがっ

て、プロパガンダと人民教育は、常に、国家社会主義党（国家社会主義ド

イツ労働者党を参照）と国家社会主義人民国家の政治的説得活動の二面性

を形成しているのである。勝利のカギを握る存在です。 

 

99 - レース 

生物学的人文主義は、国家社会主義の科学的認識論として、人間を共同体

の存在として理解し、自然的・文化的共同体に統合されると見なします。

人種は、想像しうる最大の自然界であり、人間の人生において唯一不変の

ものである。他の家族の養子になることも、外国人の中で育つことも、国

籍や政治的・宗教的信条を変えることも、人種的所属は不変であり、その

人の存在の核心を決定する。  

人種とは、遺伝的に決定され、生物学的な所属を通してのみその共同体内

で獲得できる共通の精神的、精神的、身体的特徴によって、他のすべての

共同体と区別される自然界の共同体である。 

人類という単位は存在しない!この「全人類平等」の主張は、あらゆる色

彩の非国民主義の反自然的な教条主義である。人類」とその歴史は、価値

ではなく外見や性格が異なる民族の性質と、種の保存、種の発展、生活空

間をめぐる闘争から生じるものである。歴史は人種闘争の歴史だ! 

人類が1つになることはない。国際主義の主張する人種混合でも、数世代

のうちに新しい人種が出現する。自然界の基本原則は多様性であり、それ

は生存競争におけるチャンスを増やすことを意味する（分化を参照）。 

人類には多くの人種が存在し、国家社会主義は、それらの保存とより高い

発展を主張するが、政治的には三大民族に主要な関心を集中する。 

 ヨーロッパ民族（ホワイト、アーリア人）。 

 蒙古人種（黄人、アジア人、インド人）。 

 ネグロイド族（黒人）。 
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国家社会主義は、自らを白人（アーリア人）の革命的な世界運動と見な

し、この人種に対してのみ責任を負い、関心を持つことを宣言している。

それは、その種と性質に従って、生存とより高い発展のために戦い、民族

のアーリア人共同体としての政治的統一に至るのである。このアーリア人

の民族共同体は、新秩序の中で実現され、その中核が第四帝国となるので

ある。 

アーリア人という偉大な人種は、東インド・ヨーロッパに残る人種的分派

を除けば、いくつかの人種的共同体からなる。ロマネスクとスラブ（北

欧、西欧、東欧の人種共同体）。アーリア人種の性質は、共通の言語、文

化、歴史によって特徴づけられているが、それは互いに様々な血が混じり

合っていることに起因する。 
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人種は、人種的衛生によってその生存と種としての適切な発達を保証

し、国家社会主義人民国家（「国家」を参照）では、国家人種法によっ

てそれが強制されるのである。国家社会主義が目指した人種意識は、人

格形成（「人格」を参照）のための前提条件であり、したがって、個人

と共同体の救済のためのものである。 
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51. 

 

   赤軍がシカゴの党本部の向かいでデモをしたとき、私たちストームト

ルーパーはすぐに外に飛び出して彼らを迎え撃ちました。残念なことに、

警察が私たちを引き離した。そこで我々は本部の前に整列し、"We Want 

Dead Reds!"（赤軍は死ね！）と叫びながら曲を変え始めた。 

   しかし、それでも彼らは動じないようでした。そこで、私たちは新しい

唱え方を試してみました。"シックス・ミリオン・モア！" 

   青白い顔になった彼らの恐怖は、この距離でも明らかだった。やがて、

彼らは去っていった。 

 

 

52. 

 

   白人のカップルに第三世界からの非白人の赤ん坊を「養子」にするよう

促すテレビ広告は、あまりにも腹立たしかった。そこで私は電話で、"白
人の国から白人の赤ん坊は生まれないのですか？"と尋ねた。 

   驚いたことに、電話の向こうの人は、実際に助けようとしてくれたので

す。彼は「調べてみる」と言い、すぐにリストにあるすべての国の名前を

挙げてくれたのだ。私の方は、次のような会話になった。 
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   "違う、あれじゃない、次？いや、あれはダメだ、ああ、あれは全部非白

人国家だ。忘れてしまえ！" 

 

 

53. 

 

   ビスマルク・ドイチェ』より。 

   チャーチル、大いなる彼方へ。 

   「床磨きをやれ！」と聖ペテロに命令された。 

   "なんだと？"チャーチルが答えます。"偉大な政治家である私が床磨きを

しろというのか？ルーズベルトは何をしているんだ？ 

   "厩務員！" 

   "それはもっと悪い!スターリンは？"   

   "街の掃除屋さん" 

   チャーチルは、この時ばかりは真剣な表情で、"チェンジのチャンスは

ないのか "と問いかけている。    

   聖ペテロは首を横に振って答える。「アドルフがオフィスに座っている

限りはね。 
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